
教育委員会予算の概要 

 

１ 予算編成に当たっての考え方 

教育委員会では，家庭環境や経済状況にかかわらず，全ての子どもたちが，伝統と文

化を受け継ぎ，次代と自らの未来を切り拓くための「確かな学力」，「豊かな心」，「健や

かな体」を育む学校教育と，世代を超えて地域で学び合う生涯学習において，市民と共

に汗する「共汗」で，京都ならではの教育改革に取り組んでいる。 

  ２７年度においても，厳しい財政状況のもと，全ての事業経費をゼロベースから見直

すとともに，正規職員が実施している業務の嘱託化・職員数削減などの効率化を進めな

がら，幅広い市民ボランティアや大学，経済界等の参画のもと，更なる教育改革の推進

と，「はばたけ未来へ！ 京プラン」に掲げた京都の未来像を着実に実現するための予

算案とした。 

 

２ 主な新規・充実事業 

 ＜政策的新規・充実事業＞ 

  幼稚園における預かり保育の充実 

  全体事業費  154,700 千円（うち政策枠 120,700 千円） 

  家庭の経済状況にかかわらず，全ての子どもが可能性を伸ばす環境整備 

85,000 千円 

  いじめ防止対策に関する取組の更なる充実（スクールソーシャルワーカーの配置拡大） 

             7,700 千円 

  学校給食における「和食」の充実                  96,700 千円 

  琳派四〇〇年記念事業                        2,500千円 

 ＜局枠等新規・充実事業＞ 

  中学校における教科書採択及び独自の指導計画（京都市スタンダード）作成 

                                     6,265千円

  県費負担教職員の給与負担等の移管に向けた人事給与システム構築  704,000千円

  道徳教育の教科化に向けた調査研究事業 

全体事業費   6,620 千円（うち充実分   379 千円） 

  「いじめの防止等に関する条例」の実践・普及啓発           4,892 千円

  スクールソーシャルワーカー・スクールカウンセラー配置拡大 

全体事業費   243,105 千円（うち充実分 25,719 千円） 

第３０回記念京都市小学校「大文字駅伝」大会開催に係る記念事業実施   432 千円 

  私立幼稚園就園奨励・教材費補助の充実 

全体事業費 1,763,334 千円（うち充実分 83,282 千円） 

  学校施設マネジメント基本計画（仮称）策定             5,000 千円

  インターネット端末に関する児童・生徒向け問題啓発プログラム策定   485 千円 
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